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Ｊ
Ａ
計
根
別
で
は
、
組
合
員
と
地
域
の
皆
様
へ
日

頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
十
月
二
十
四
日
に

今
年
度
で
四
回
目
と
な
る
秋
の
大
収
穫
祭
を
農
協
事

務
所
う
ら
特
設
会
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
収
穫
祭
は
や
や
肌
寒
か
っ
た
も
の
の
、
晴

天
に
恵
ま
れ
組
合
員
や
地
域
の
住
民
が
多
く
集
ま
り 

『
玉
ね
ぎ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
詰
め
放
題
』、『
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
竹
ほ
う
き
の
タ
イ
ム
バ
ー
ゲ
ン
』

等
行
い
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
青
年
部
で
は
毎
年
大
好
評
の
ジ
ャ
ン
ボ
ハ

ン
バ
ー
グ
の
販
売
と
山
本
牧
場
の
ノ
ン
ホ
モ
牛
乳
と

チ
ー
ズ
の
無
料
配
布
、
女
性
部
バ
ザ
ー
は
お
に
ぎ
り

と
豚
汁
の
販
売
と
ミ
ル
ク
プ
リ
ン
の
試
食
会
を
行
い

早
々
と
完
売
し
ま
し
た
。
更
に
は
、
和
牛
生
産
振
興

会
に
よ
る
和
牛
肉
と
和
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
の
販
売
な
ど

各
会
員
が
協
力
し
て
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
尚
、
今
年
に
関
し
て
は
新
た
に
農
協
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
を
活
用
し
て
還
元
抽
選
会
を
行
い
、
一
等
賞
は

『
サ
ン
ヨ
ー
32
型
液
晶
テ
レ
ビ
』
一
台
、
二
等
賞
の

『
阿
寒
温
泉
鶴
雅
ペ
ア
ー
』
二
組
な
ど
豪
華
景
品
を

用
意
し
て
行
い
、
見
事
に
上
標
津
の
久
保
正
枝
さ
ん

が
テ
レ
ビ
を
引
き
当
て
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
来
年
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

詰め放題のコツは袋を伸ばして 
詰め込む事！ 
「アッ、ヤバイ！やぶれちゃうわ…」 

中野店長 
「昨日僕が釣ってきたんすよ？」 
「ほんとぉ～～じゃあ、いただくわ！！」 

蛎崎課長「さすが俺のファン多いな？？？」 
「ちがうか～？」 

湯山考査役の 
『落穂ひろい』玉ネギか？ 

2



佐藤係長「今回のさんまは生きが良さそう」 
「うぉ～～～！！生きてる？？？」 

青年部による搾乳体験コーナー 
「お兄さん、けらないようにに持っててネ」 
「へ～ｲ　任せてオクンナマシ！」 

和牛生産振興会　和牛肉・ハンバーグ販売 
「一箱まとめて買ってやる。テカ！！」 

「ぼく、のびた小林です」 
「お買い上げありがとうございました。」 

ホクレン中標津の３人娘と振興会高橋会長 

牛乳大好き 

「おねーちゃん　何してんの？？？」 
「発情きてます。やべ～卵胞つぶしちゃった」 

「あの店の商品買い占めるから付いてきてや!!」 
「はい、社長」 

「これだけあれば 
空飛べるかな？」 
あと2本足りません 

抽選会にて西塚副組合長「責任重大だな」 お米が当たった神内家 
「うちのﾀﾞﾝﾅは３日で食べちゃいます！」 

「ナヌッ？？？？」 

見事に１等賞を当てた上標津　久保正枝さん 
「カヨワイのでこんな大きなもの片手では持てない」 

「ウッソ！！！！」 

・・・ 
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酪
農
技
術
総
合
セ
ミ
ナ
ー
（
第
Ⅲ
期
）

が
七
月
か
ら
十
月
ま
で
毎
月
（
三
日
間
）

開
催
さ
れ
、
大
矢
根
課
長
と
萱
岡
主
査

が
受
講
し
ま
し
た
。
今
期
は
農
協
職
員

に
限
ら
ず
、
ホ
ク
レ
ン
・
生
産
連
・
酪

検
協
会
等
か
ら
も
受
講
し
、
酪
農
の
基

礎
知
識
や
営
農
指
導
に
関
す
る
事
項
等

に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
十
月
十
四

日
か
ら
十
六
日
で
開
催
し
た
第
四
ク
ー

ル
で
は
、
四
〜
五
名
が
グ
ル
ー
プ
と
な

り
他
農
協
の
庭
先
ま
で
行
き
、
実
際
に

営
農
に
係
る
経
営
概
要
等
を
聞
き
出
し
、

そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
発
表

す
る
こ
と
に
な
り
、
み
ん
な
初
め
て
行
く
農
家
で
す
の
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
向
か
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
気
さ
く
な
方
ば
か
り
で
色
々
と
話
を

し
て
く
れ
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

　
七
月
か
ら
合
わ
せ
て
十
二
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
、
酪
農
に
関
す
る

知
識
を
学
び
ま
し
た
が
、
何
よ
り
根
室
管
内
で
の
仲
間
作
り
が
出
来
た
こ
と

が
一
番
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。 

 

12日間を終えた研修生 大矢根課長「スッゲー！ここまで出していいの？」 

宮下就農コーディネーターの講演 

計根別に就農予定の尾之内夫妻（写真左） 

グループに分かれ発表する萱岡主査 

平
成
平
成
二
十
一
年
度
年
度 

根
室
管
内
新
規
参
入
者
交
流
会

根
室
管
内
新
規
参
入
者
交
流
会 

平
成
二
十
一
年
度 

根
室
管
内
新
規
参
入
者
交
流
会 

　
十
月
二
十
七
日
、
中
標
津
町
の
寿

宴
に
て
平
成
十
七
年
以
降
、
根
室
管

内
に
入
植
し
た
新
規
就
農
者
と
就
農

予
定
者
を
対
象
に
、
根
室
支
庁
管
内

農
業
士
会
が
主
催
と
な
り
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　
計
根
別
か
ら
は
現
在
、
纐
纈
組
合

長
に
て
実
習
中
で
二
十
二
年
度
就
農

予
定
で
あ
る
尾
之
内
恒
星
さ
ん
夫
妻

が
参
加
さ
れ
、
仲
間
た
ち
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。 

　
交
流
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
に

別
海
町
豊
原
に
就
農
し
た
花
岡
芳
征

さ
ん
が
『
就
農
し
て
か
ら
の
私
の
取

組
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
事
例
発
表
し
、

参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
続
い
て
、『
新
規
参
入
の
新

た
な
動
き
』
と
い
う
こ
と
で
北
海
道

農
場
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
就
農
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
宮
下
道
男
氏
が

講
演
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
四
班
に

分
か
れ
意
見
交
換
（
グ
ル
ー
プ
検
討

会
）
を
行
い
、
現
在
抱
え
て
い
る
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
し
、
資
金
関
係
、
育
児
問
題
、

就
農
後
の
ケ
ア
等
に
つ
い
て
積
極
的

な
意
見
が
出
ま
し
た
。 
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平
成
二
十
一
年
度 

根
室
管
内
新
規
参
入
者
交
流
会 

　
女
性
部
が
作
っ
た
『
そ
ば
ク
レ
ー
プ
』
を
頬

張
る
石
川

”寮
“
君 

”寮
“
君
の
特
技
は
、
み
ん
な
に
チ
ョ
サ
レ
ル

こ
と
（
特
に
上
司
の
須
崎
課
長
に
…
） 

”寮
“
君
の
好
き
な
タ
イ
プ
は
？ 

「
め
○
め
さ
ん
・
○
和
さ
ん
以
外
」
…
ヤ
ラ
レ

タ
イ
よ
う
で
す
!! 

　
こ
れ
か
ら
も
電
話
な
ど
で
『
カ
ン
』
で
し
ま

い
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
　
　
　
営
農
振
興
課
　
石
川
将
貴
で
し
た
。 

１
年
生 

生
産
技
術
科 

『
農
業
科
学
基
礎
』を
参
観 

　
中
標
津
農
業
高
校
は
、
十
月
三
十
日

に
生
徒
の
様
子
や
教
育
実
践
を
見
て
い

た
だ
き
、
研
究
協
議
、
懇
談
会
を
通
し

て
各
学
校
と
の
連
携
と
地
区
一
貫
教
育

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎

年
公
開
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
計
根

別
中
学
校
を
は
じ
め
、
計
根
別
幼
稚
園
、

教
育
委
員
会
、
根
釧
農
業
試
験
場
、
計

根
別
農
協
等
が
午
後
か
ら
の
一
時
間
を

参
観
し
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
一
学
年
の
生
産
技
術
科
と

食
品
ビ
ジ

ネ
ス
科
を

公
開
す
る

予
定
で
し

た
が
、
食

品
ビ
ジ
ネ

ス
科
に
つ

い
て
は
イ

ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ

る
学
級
閉

鎖
に
よ
り
、

生
産
技
術

科
の
み
の

授
業
を
参
観
し
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス

の
生
徒
数
は
五
名
と
非
常
に
生
徒
が
少

な
か
っ
た
が
、
そ
の
分
先
生
と
生
徒
が

一
体
化
し
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
て
い
ま
し
た
。 

　
授
業
終
了
後
は
研
究
協
議
・
懇
談
会

を
行
い
、
授
業
に
対
す
る
率
直
な
意
見

や
「
中
学
校
と
高
校
が
も
っ
と
交
流
を

持
つ
必
要
性
が
あ
る
」
ま
た
、
高
校
か

ら
は
「
生
徒
確
保
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
欲
し

い
」
な
ど
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。 

５名の生徒を教える松田先生 

研究協議・懇談会で意見交換 

農高 
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Ｊ
Ａ
計
根

別
が
行
う
良

質
乳
生
産
共

励
会
が
酪
農

家
に
お
け
る

農
場
環
境
の

調
査
と
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
に
対

す
る
生
乳
生

産
上
の
安
全

確
保
の
取
り
組
み
と
し
て
十
月
二
十
・
二
十
三
・

二
十
六
日
の
三
日
間
に
渡
り
畜
舎
周
辺
や
処
理

室
等
の
環
境
、
衛
生
状
況
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
の
記
録
調
査
等
四
十
二
項
目
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。 

　
調
査
機
関
は
、
Ｊ
Ａ
販
売
部
を
は
じ
め
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
・
ホ
ク
レ

ン
・
普
及
セ
ン
タ

ー
・
家
保
酪
検
協

会
な
ど
十
機
関
が

対
応
し
て
く
れ
、

四
班
（
各
二
〜
三

名
）
に
分
か
れ
全

戸
調
査
し
、
生
産

者
の
責
務
を
よ
り

一
層
高
め
安
全
を

再
確
認
し
ま
し
た
。 

酪検協会　伊深さん「ここは綺麗だな」 

調
査
前
に
打
合
せ
す
る 

高
橋
課
長
と
関
係
機
関 

H２１ 

農場環境調査・ポジティブリスト記録調査の実施 

JA計根別良質乳生産共励会 

　
地
元
産
そ

ば
と
そ
ば
粉

と
乳
製
品
を

ふ
ん
だ
ん
に

活
用
し
た
も

の
を
食
べ
て

も
ら
お
う
と
、

十
月
二
十
五

日
（
日
）
計

根
別
新
そ
ば

祭
り
実
行
委
員
会
の
主
催
で
『
新
そ
ば
祭
り
』

を
中
標
津
交
流
セ
ン
タ
ー
（
計
根
別
）
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
新
そ
ば
祭
り
は
計
根
別
芸
術
文

化
祭
の
一
環

と
し
て
開
催

し
、
地
元
か

ら
中
標
津
手

打
ち
そ
ば
同

好
会
・
計
根

別
同
志
会
・

Ｊ
Ａ
女
性

部
・
中
標
津

農
業
高
校
な

ど
の
協
力
を

得
て
、
か
け
そ
ば
・
ざ
る
そ
ば
の
販
売
を
は
じ
め
、

『
そ
ば
石
臼
挽
き
』
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
に
よ
る
『
そ
ば
ク
レ
ー
プ
』
の
試
食
会
、

ま
た
、
中
標

津
農
業
高
校

か
ら
は
乳
肉

の
加
工
品
・

農
産
加
工

品
・
草
花
等

の
即
売
会
を

行
い
ま
し
た
。 

　
会
場
を
訪

れ
た
お
客
さ
ん
か
ら
は
、
昔
懐
か
し
い
石
臼
や

そ
ば
打
ち
の
妙
技
を
見
な
が
ら
「
懐
か
し
い
」

と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
お
持
ち
帰
り
の
そ
ば
を
合
わ
せ
三

六
一
食
を
販
売
し
大
盛
況
に
て
終
了
し
ま
し
た
。 

深見課長　あまりのおいしさに舌鼓 

真剣に質問している小林町長 
「今がチャンス！ナメちゃおぅ！！」 

調理担当は計根別同志会のみなさん 

元気ハツラツ農高生「いかがですか…」 

生 乳 販 売 情 報 

市 場 情 報 
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生 乳 販 売 情 報 生 乳 販 売 情 報 
平成21年度 10月末　管内農協生乳受託実績表（㎏） 

市 場 情 報 市 場 情 報 
ホクレン根室家畜市場  一般市場  11月4日開催分 ホクレン十勝地区家畜市場（音更町） 

肉牛（和牛）市場　11月11日開催分 

ホクレン根室家畜市場　乳牛市場（セール）11月12日開催分 

Ｊ Ａ 標 津 町  

Ｊ Ａ 中 標 津 町  

Ｊ Ａ 計 根 別  

Ｊ Ａ 中 春 別  

西 春 別 支 所  

上 春 別 支 所  

別 海 本 所  

根 室 支 所  

　 小 　 　 計 　  

　 合 　 　 計 　  

初生・ホル　オス   

初生・ホル　フリーマチン  

初生・ホル　メス   

初 生 ・ F 1 　 オ ス   

初 生 ・ F 1 　 メ ス   

初生・和牛　メス   

初生・和牛　オス   

乳牛・ホル　育成   

乳牛・ホル　初妊   

乳牛・ホル　経産   

乳牛・ホ系　経産   

乳牛・ホ無　経産   

肉素・和牛　メス   

肉素・和牛　ヌキ   

肉 素 ・ F 1 　 メ ス   

肉 素 ・ F 1 　 オ ス   

肉素・ホル中トク　メス  

肉素・ホル中トク　オス  

肉素・ホル中トク　ヌキ 

肉素・ホル12ヶ月以上メス 

廃 用 ・ 和 牛   

廃用・F1（交雑種）  

廃 用 ・ ホ ル   

廃 用 ・ そ の 他   

道
東
あ
さ
ひ
 

農　　協　　名 

畜　　　　種 出場 

月　　　　　計 

乳　　　　量 前年比 

累　　　　　計 

乳　　　　量 前年比 
搾乳戸数 

8,209,360 

10,234,318 

7,313,255 
9,644,570 

8,209,062 

5,216,473 

14,328,082 

4,104,020 

31,857,637 

67,259,140

98.9 

97.1 

98.2
100.8 

101.8 

99.2 

101.6 

96.3 

100.6 

99.6

5,952,050 

74,405,079 

52,033,967
68,795,190 

58,325,450 

37,391,007 

103,183,620 

29,820,750 

228,720,827 

483,480,113

102.5 

100.4 

101.2
100.9 

104.0 

101.1 

103.4 

98.8 

102.6 

101.8

159 

194 

163
185 

172 

87 

287 

97 

643 

1,344

成立 最　高 最　低 平　均 

肉素・黒毛　メス  

肉素・黒毛　メス　ＥＴ  

肉素・黒毛　メス計  

肉素・黒毛　去勢  

肉素・黒毛　去勢　ＥＴ  

肉素・黒毛　去勢計  

繁 殖 ・ 黒 毛   

廃 用 ・ 黒 毛   

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差 

447 

125 

572 

567 

165 

732 

99 

46

377 

91 

468 

518 

136 

654 

69 

46

441,000 

628,950 

628,950 

601,650 

547,050 

601,650 

577,500 

258,300

21,000 

196,350 

21,000 

43,050 

164,850 

43,050 

42,000 

10,500

294,808 

351,058 

305,745 

392,388 

405,238 

395,060 

193,230 

125,429

-11,156 

368 

-6,498 

-2,076 

-3,385 

-6,168 

-102,835 

11,689

乳牛・ホル　初妊   

乳牛・ホル初妊ET  

乳牛・ホ無　初妊   

乳牛・ホ無初妊ET 

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 

先月との差 

218 

8 

19 

76 

62 

8 

3 

13 

41 

14 

0 

2 

0 

2 

0 

1 

0 

5 

18 

18 

8 

0 

146 

0

217 

3 

18 

76 

62 

6 

3 

9 

33 

14 

0 

2 

0 

1 

0 

1 

0 

5 

18 

17 

8 

0 

146 

0

46,200 

1,050 

148,050 

19,100 

119,700 

326,550 

207,900 

287,700 

521,850 

367,500 

 

232,050 

 

99,750 

 

28,500 

 

5,250 

32,550 

145,950 

96,600 

 

198,450

105 

105 

52,500 

26,250 

15,750 

163,800 

73,500 

100,800 

369,600 

57,750 

 

196,350 

 

99,750 

 

28,500 

 

2,100 

1,050 

1,050 

53,550 

 

13,650

21,552 

420 

95,317 

137,481 

74,516 

266,175 

130,200 

188,883 

438,295 

212,475 

 

214,200 

 

99,750 

 

28,500 

 

2,730 

17,325 

96,538 

77,569 

 

76,017

-2,179 

-630 

-7,102 

3,971 

1,978 

21,787 

-76,519 

-40,995 

731 

-53,902 

 

15,225 

 

 

 

 

 

-2,126 

4,200 

-6,829 

-2,231 

 

-2,969

先月との差 

416 

34 

11 

18

341 

27 

6 

16

592,200 

709,800 

508,200 

759,150

172,200 

399,000 

367,500 

438,900

466,862 

599,161 

429,800 

589,641

-32,564 

-26,289

計根別農協（ホクチクファーム）  初生トク  ㌔単価  11月1日現在  500円 

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数 

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満   

未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上   

そ の 他 の 未 経 産   

計 

経 　 産 　 牛 （ ホ ル ）  

そ の 他 の 経 産 牛   

計 

　 合 　 計 　   

乳　　用　　種（区分） 頭　　数 

黒 毛 和 種 ス   

黒 毛 和 種 オ ス   

計  

F 　 1　（ 交 雑 種 ）　メ 　 ス   

F 　 1　（ 交 雑 種 ）　オ 　 ス   

計  

　 合 　 計 　   

　 総 合 計 　   

肉　　用　　種（区分） 頭　　数 

10月との差 

10月との差 

3,790 

4,111 

17 

7,910 

11,501 

20 

11,521 

19,431

318 

54 

372 

68 

32 

100 

472 

19,903

62 

118 

0 

180 

－41 

0 

－41 

139

9 

3 

12 

－17 

－27 

－44 

－32 

99

税込 

税込 

税込 

11月1日現在 
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年部　　　版 

　
十
月
二
十
四
日

（
土
）
に
行
わ
れ
た

秋
の
大
収
穫
祭
で
青

年
部
は
ジ
ャ
ン
ボ
ハ

ン
バ
ー
グ
の
販
売
と

モ
デ
ル
牛
を
使
っ
た

搾
乳
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
催
し
ま
し
た
。
ジ

ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ

は
各
イ
ベ
ン
ト
で
大

人
気
…
今
回
も
行
列

が
で
き
て
販
売
開
始

と
同
時
に
す
ぐ
に
完

売
す
る
大
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。
売
り
切
れ
で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
方
、
本
当
に

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
！
ぜ
ひ
次
の

機
会
に
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

　
ま
た
、
搾
乳
体
験
で
は
た
く
さ

ん
の
お
子
様
が
一
生
懸
命
搾
乳
を

し
て
く
れ
て
、
と
て
も
感
激
し
ま

し
た
！ 

　
十
一
月
六
日
（
金
）
根
室
管
内
の

各
農
協
の
青
年
部
が
結
集
す
る
Ｊ
Ａ

青
年
部
大
会
が
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ザ
寿
宴
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容

と
し
て
は
、
ホ
ク
レ
ン
生
乳
共
販
課

近
藤
課
長
よ
り
「
最
近
の
生
乳
生
産

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
」
の
講
演
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
将
来
の
酪
農

に
つ
い
て
討
論
す
る
分
科
会
、
そ
し

て
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
と
濃
密

な
時
間
で
し
た
。
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
で
は
我
が
計
根
別
青
年
部
よ
り
太

田
隼
樹
く
ん
が
出
場
し
、
見
事
優
勝
！
全
道
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
い
た
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
全
道
大
会
で
も
優
勝
し
て
、
計
根
別
の
名
を
北
海
道
に
広
め
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

チーズをのせてできあがり！！ジャンボハンバーグ完成です！！ 真剣に焼き加減を確認する鹿野亮平君（左） あれ？ 

搾乳体験、須崎ななみちゃん 
この手搾り、そしてカメラ目線 
将来は業界初！酪農アイドルだ！！ 

根
室
地
区 

  

Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
開
催
！ 

分科会で座長を務めた二瓶部長 
かっこいいです… 

計根別抱かれたい男№１！！ 休憩中の１コマ 
みんな大爆笑です。何を話してたのだろう？ 

白
熱
し
た
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
！！ 

右
が
優
勝
し
た
太
田
隼
樹
く
ん
で
す 
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退
任
　
喜
来
　
　
実 

　
こ
の
度
、
誠
に
残
念
な
が
ら
青
年

部
の
事
務
局
を
退
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
し
た
が
、

青
年
部
の
皆
さ
ん
と
様
々
な
活
動
が

で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
違
う

形
で
皆
さ
ん
と
関
わ
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

新
任
　
吉
田
　
和
弘 

　
こ
の
度
、
青
年
部
の
新
事
務
局
に

な
っ
た
吉
田
和
弘
で
す
。
こ
れ
か
ら

青
年
部
の
皆
さ
ん
と
新
し
い
道
を
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
々

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

パソコン大好き桜井君（左）と写りたがり石川寮君（右） 養老牛のスマイル王子、笑顔は世界を救います 
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共
済
組
合 

　
助
け
合
い
組
織
『
手
つ
な
ぎ
の
会
』

は
十
月
八
日
七
十
五
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
第
十
回
手
つ

な
ぎ
ふ
れ
あ
い
会
を
開
催
し
、
二
十
七

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
水
沼
会
長
は
、「
今
年
で
十
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
毎
年
来
て

頂
け
る
様
な
ふ
れ
あ
い
会
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

　
昼
食
に
は
会
員
が
作
っ
た
手
作
り
弁

当
の
他
、
お
煮
し
め
、
お
汁
粉
と
十
回

目
を
記
念
し
て
「
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
」

を
用
意
し
「
お
い
し
い
！
」
の
言
葉
と

笑
顔
が
見
ら
れ
た
。 

　
今
回
は
本
別
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
の
方

六
名
と
五
月
に
交
流
会
を
行
っ
た
標
津

町
茶
志
骨

「
茶
々
の

会
」
の
演

芸
が
披
露

さ
れ
、
一

緒
に
な
っ

て
歌
っ
て

る
方
や
、

踊
り
に
釘

付
け
に
な

っ
て
楽
し

そ
う
に
観
て
ま
し
た
。 

　
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
盛
り
上
が
り
、
景

品
を
嬉
し
そ
う
に
も
っ
て
行
く
姿
が
み

ら
れ
ま
し
た
。 

　
閉
会
式
を
行
い
、
帰
る
と
き
に
は

「
あ
り
が
と
う
。
ま
た
来
年
来
ま
す
」

と
言
っ
て
と
て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
本
め
ぐ
美
） 

11/10 ＪＡに献血車が来所 

牛乳を飲んでみんな献血に行こう 金欠なのに献血する喜来係長 
「俺の血　買ってくれないかな…？」ムリ！！ 

 

おじいちゃんもおばあち
ゃんもお弁当を目の前に
とてもうれしそう 
「何から食べようかな…」 

「
お
い
し
そ
う
…
」 『茶々の会』演芸披露 

キンケツ 
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hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

　
十
月
二
十
日
ホ
テ
ル
養
老
牛
で
計
根

別
地
区
事
業
推
進
協
議
会
に
よ
る
『
女

性
の
た
め
の
講
習
会
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
中
野
獣
医
師
に
よ
る
、「
子
牛
の
病

気
に
つ
い
て
」
と
「
初
乳
に
つ
い
て
」

を
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
子
牛
の
疾
病
の
種
類
や
脱
水
に
か
か

た
時
な
ど
の
症
状
や
病
気
の
種
類
に
よ

っ
て
使
う
薬
の
説
明
、
畜
主
に
出
来
る

こ
と
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。「
初
乳
に
つ
い
て
」
は
、

初
乳
の
大
切
さ
、
免
疫
・
栄
養
な
ど
基

本
的
な

こ
と
で
す
が
、
と
て
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。 

　
質
問
も
何
個
か
出
て
お
り
、
今
ま
で
疑
問

に
思
っ
て
い
た
こ
と
や
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

な
ど
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

　
講
習
会
後
は
、
皆
で
美
味
し
い
昼
食
を
採

り
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
終
わ
り
ま

し
た
。 

　
来
年
も
講
習
会
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
知
り
た
い
事
、
や
っ
て
欲
し
い
こ

と
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
本
め
ぐ
美
） 

共
済
組
合

共
済
組
合 

共
済
組
合 

　
十
月
二
十
一
日
、
中

標
津
町
農
業
後
継
者
対

策
協
議
会
が
、
後
継
者

対
策
の
一
環
と
し
て
、

農
家
に
嫁
い
で
七
年
目

ま
で
の
奥
さ
ん
を
対
象

に
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ

ズ
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　
今
年
は
Ｊ
Ａ
中
標
津
、

Ｊ
Ａ
計
根
別
が
協
力
し

『
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作

り
』
を
行
い
Ｊ
Ａ
中
標

津
か
ら
六
名
、
当
農
協

か
ら
は
三
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
自
分
た
ち
で
生
ク
リ
ー
ム
を
泡
立
て
、
果
物
切
り
を
行
い
、
生

地
に
生
ク
リ
ー
ム
を
塗
り
自
分
の
好
き
な
だ
け
果
物
を
の
せ
、
巻

い
て
出
来
上
が
り
な
の
で
す
が
、
い
っ
ぱ
い
果
物
を
入
れ
す
ぎ
て

な
か
な
か
巻
け
ず
に
「
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
!?
」
っ
て
思
う
よ
う
な
物

も
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ

る
ケ
ー
キ
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ケ
ー
キ
作
り
が
終
わ
り
、

昼
食
を
採
り
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
な
話
を
し
て
盛
り
上

が
っ
て
楽
し
い
交
流
が
出

来
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

　
来
年
も
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
対
象
の
方
、
是
非
ご

参
加
下
さ
い
。 

　
　
　
（
岩
本
め
ぐ
美
） 

中野獣医師による講習を聞く女性部員 

「奥様、クリーム付け過ぎザマス…」 
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平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
日
に
乳

改
連
の
事
業
で
あ
り
ま
す
有
利
個
体

販
売
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
消

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
二
十
頭
（
う

ち
優
良
品
牛
三
頭
）
を
用
い
、
毛
刈

り
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
前
日
に
役
員
対
応
に
て
牛
の
洗
体

を
行
な
い
、
当
日
は
会
員
十
四
名
に

て
販
売
牛
の
毛
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。 

　
講
師
は
大
槻
係
に
お
願
い
し
、
セ

ー
ル
に
お
い
て
の
毛
の
刈
り
方
を
実
際
に
バ
リ
カ
ン
を
使
用
し
て
頭
か
ら

肩
後
ま
で
と
、
前
肢
・
後
肢
の
表
面
を
落
と
し
、
肋
か
ら
腹
は
毛
を
揃
え

る
程
度
に
刈
り
、
背
線
も
毛
を
揃
え
る
程
度
に
刈
る
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
実
際
に
会
員
が
一
頭
〜
二
頭
の
毛
刈
り

を
実
際
に
行
い
ま
し
た
。 

　
セ
ー
ル
に
お
い
て
の
毛
刈
り
に

よ
り
、
牛
本
体
（
能
力
成
績
）
に

も
よ
り
ま
す
が
三
万
円
〜
五
万
円

の
違
い
が
で
る
そ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
セ
リ
前
に
購
買
者
が
牛

を
見
に
来
た
と
き
の
印
象
に
お
い

て
も
好
印
象
を
与
え
る
こ
と
や
購

買
者
が
転
売
す
る
際
、
買
い
や
す

い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
こ
と
か
ら

セ
ー
ル
に
お
い
て
の
洗
体
と
毛
刈

り
の
必
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た

講
習
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　（
酪
農
課
　
萱
岡
） 

　
十
一
月
十
二
日
、
ホ

ク
レ
ン
根
室
地
区
家
畜

市
場
に
て
根
室
管
内
乳

牛
市
場
（
乳
牛
セ
ー

ル
）
が
開
催
さ
れ
四
七

九
頭
が
出
品
さ
れ
、
三

九
〇
頭
が
販
売
成
立

（
八
一
・
一
％
）し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
セ
ー
ル
の

中
で
優
良
雌
牛
セ
ー
ル

が
開
催
さ
れ
、
能
力
・

体
型
と
も
に
優
れ
た
初

妊
牛
十
八
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
当
農
協
に
お
い
て
は
五
頭

の
出
品
が
あ
り
う
ち
四
頭
が
高
値
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。 

　
価
格
に
つ
い
て
は
、
初
妊
牛
の
ホ
ル
腹
・
Ｆ
１
腹
で
平
均
四

六
六
千
円
（
△
三
四
千
円
）
で
黒
毛
Ｅ
Ｔ
腹
で
平
均
五
九
九
千

円
（
△
二
六
千
円
）
と
下
落
し
ま
し
た
が
、
優
良
雌
牛
は
平
均

で
五
八
九
千
円
と
一
般
牛
に
比
べ
一
二
〇
千
円
ほ
ど
高
く
販
売

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
時
期
、
下
牧
等
で
頭
数
が
多
か
っ
た
の
と
十
月
か
ら
の

乳
価
の
下
落
等
も
あ
り

乳
牛
価
格
に
影
響
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

　
尚
、
出
品
さ
れ
る
方

は
牛
の
手
入
れ
に
よ
っ

て
も
価
格
に
跳
ね
返
っ

て
き
ま
す
の
で
、
毛
刈

や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
等
を

行
い
商
品
価
値
を
高
め

ま
し
ょ
う
。 

前日の牛洗い『この季節ある意味大変』 
牛も人も萱岡のダジャレも『サブ～』 

漆原君「深見課長、こんな感じで良いですか？」 
「いいんでない？？」やっぱO型 

乳牛セールと同時開催　トップセール759千円（税込） 

計根別牛のセリ風景 

『計根別ブランドの優良雌牛』 
「わたしをだれか買ってだモ～」 

計根別乳牛改良連合会 

白 通
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スタックサイレージの品質を確認している様子 

　
今
年
は
一
番
草
収
穫
時
期
の
長
雨

と
低
温
に
よ
り
、
牧
草
品
質
・
量
に

不
安
が
残
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
す

で
に
今
年
度
産
粗
飼
料
の
給
与
を
開

始
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
予
測
さ
れ
る
事
態
に
備

え
て
、
品
質
の
い
ち
早
い
診
断
と
対

策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

一
、
今
年
度
産
粗
飼
料
で 

　
　
懸
念
さ
れ
る
こ
と 

　
天
候
条
件
、
収
穫
状
況
を
振
り
返

る
と
、
以
下
の
点
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

①
収
穫
期
間
の
長
期
化
↓
刈
り
遅
れ

に
よ
る
栄
養
価
の
低
下 

②
高
水
分
原
料
調
製
に
よ
る
サ
イ
レ

ー
ジ
発
酵
品
質
の
低
下 

③
追
肥
遅
れ
に
よ
る
二
番
草
収
量
の

低
下 

　
一
番
草
品
質
・
二
番
草
収
量
の
低

下
が
、
生
産
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

二
、
収
穫
の
遅
れ
に
よ
る 

　
　
品
質
影
響 

　
牧
草
収
穫
が
、
適
期
で
あ
る
出
穂

期
か
ら
遅
れ
る
に
従
い
、 

・
牧
草
中
繊
維
割
合
が
増
加 

・
高
栄
養
成
分
（
蛋
白
・
Ｎ
Ｆ
Ｃ
）

が
低
下 

・
高
消
化
性
繊
維
割
合
の
低
下 

　
不
消
化
部
分
の
割
合
が
増
加
し
、

栄
養
的
価
値
と
採
食
量
が
同
時
に
低

下
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
イ
メ
ー
ジ
図
） 

　
　 

三
、
刈
り
遅
れ
牧
草
に
対
応
し 

　
　
た
給
与
対
策
の
ポ
イ
ン
ト 

　
栄
養
の
不
足
分
と
し
て
濃
厚
飼
料

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
給
与
す
る
と
、

粗
濃
比
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
乳
牛

の
健
康
面
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
給

与
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

・
粗
濃
比
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
、

蛋
白
の
補
給
に
努
め
る 

・
デ
ン
プ
ン
価
が
低
め
の
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
飼
料
を
増
給
す
る 

・
反
芻
性
が
あ
り
、
高
い
採
食
量
を

見
込
め
る
飼
料
を
給
与
す
る 

・
二
番
草
を
積
極
的
に
活
用
す
る 

・
最
大
限
採
食
量
を
高
め
る
努
力
を

進
め
る 

　
牛
へ
の
負
担
を
抑
え
つ
つ
栄
養
を

充
足
さ
せ
る
た
め
に
、
繊
維
質
飼
料

を
中
心
に
増
給
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

四
、
粗
飼
料
の
品
質
別
対
応
を
！ 

　
手
持
ち
粗
飼
料
の
品
質
傾
向
に
よ
り
、

選
択
飼
料
が
異
な
っ
て
く
る
た
め
、

状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
に
な

り
ま
す
。 

 

五
、
給
与
メ
ニ
ュ
ー
を
具
体
的 

　
　
に
検
討
す
る
に
当
た
り
… 

　
給
与
方
法
の
具
体
的
検
討
は
、
農

場
ご
と
に
、
状
況
に
合
わ
せ
て
お
こ

な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

・
粗
飼
料
分
析
を
実
施
し
、
品
質
を

把
握
し
ま
し
ょ
う 

・
乳
牛
の
状
態
、
粗
飼
料
採
食
量
、

乳
検
成
績
等
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

て
状
況
判
断
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
粗
飼
料
分
析
値
の
見
方
、
給
与
メ

ニ
ュ
ー
の
具
体
的
検
討
等
、
普
及
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

根室農業改良普及センター 

北根室支所 

272-2163
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きりとり線 

き
り
と
り
線 
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住　所 

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです） 

氏　名 

ＴＥＬ 

答え 

きりとり線 

き
り
と
り
線

き
り
と
り
線 

きりとり線 

き
り
と
り
線 

抽選の結果下記の方が当選いたしました。 
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。 

ピース 

広瀬　明美さん　小林　誉子さん　星野　洋平さん 
遠藤　裕子さん　工藤　克子さん 

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを 
　さしあげます。なお、正解者多数の場合 
　は抽選とさせていただきます。 
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内

（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。 
《締め切り》平成21年12月10日まで 
　当選者の発表は「けねべつ」12月号誌上 

　
今
年
も
早
い
も
の
で
あ
と
一
月
あ
ま
り
を

残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
計
根
別
に
も
雪

が
降
り
は
じ
め
、
寒
さ
が
き
び
し
い
季
節
が

訪
れ
ま
し
た
。 

　
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
外

仕
事
も
一
段
落
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
日

が
落
ち
る
の
が
早
い
た
め
、
一
日
が
非
常
に

早
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
十
二
月
（
師
走
）
を
向
か
え
更
に

慌
た
だ
し
く
な
り
ま
す
が
、
作
業
事
故
（
搾

乳
事
故
）
や
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
等
に

よ
る
車
の
事
故
等
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

て
丑
年
を
乗
り
切
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。 

A B C

1

9 10

1211

2

7

8

6

17 18

161513 14

19

20 21 22 23 24

25 26

3 54

C

B

A

　
十
月
号
の
計
根
別
Ｂ
・
Ｗ
シ
ョ
ウ 

の
記
事
で
間
違
っ
た
写
真
を
使
っ
て 

し
ま
い
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
致
し 

ま
す
。 

6部〔２０～２４ヶ月未満〕 1位 

ＳＳＦ　ＢＹ　ロイ　スター 
出品者　須崎　智裕　氏 
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編集／計根別農業協同組合  営農部  営農企画課 
発行日／平成21年11月27日 

組
合
長
の
公
務
に
よ
り
モ
ー
の
眼
差
し
は
お
休
み
し
ま
す
。 

計根別市街も雪景色（JA屋上から撮影） 

　朝起きて窓のカーテンを開くとそこは『雪国』であった。 

　いよいよ計根別にも初雪が11月11日に降り、天北からは約２週間遅

れての初雪でしたが、昨年よりは早いのではないかと思います。 

　これから、長い冬が始まり牛たちも舎飼いの期間に入りますのでカ

ウコンフォート（牛の安楽性）を重視し、牛にストレスを与えない飼

養管理が求められるのではないでしょうか。 

　また、我々もこの冬期間を有意義に過ごすために、健康と事故等に

は十分に注意しながら頑張りましょう。 

１１月１１日  計根別にも初雪到来 


